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 初夏の候、紫陽花も美しく咲き誇る時期、会員の皆様にはお変わり
なくお過ごしのことと存じます。 

さて、東京都和裁技能士会は会員の皆様の御協力のもと25周年を迎え
る事が出来ました。誠に有難うございます。 
総会、記念式典に際し表彰状と感謝状の贈呈、また記念冊子を作成致

しました。 
作成には上野洋副会長を中心に坂間前会長、多田専務、檜垣庶務部長、

西村財務副部長、中川厚生副部長とで、お世話になっている方々からの祝辞、また会員の方か

ら写真や資料をかき集めながらの作業でした。メンバーの皆さんには大変苦労させてしまった
のではないかと頭の下がる思いです。 
そのお陰で大変素晴らしい後世に残る記念誌になりました。唯一残念なのは、この記念誌の為

に祝辞を頂いていた、当会の理事でもあり東京和服裁縫協同組合の石井秀宣理事長(当時)が3月
に急逝された事です。 
心よりお悔やみを申し上げますとともに、頂いた祝辞は別紙ではありますが、記念誌に添えて

ございます。 
これからも垣根を越えて同業団体として協力していく事をお約束いたします。 
コロナも多少は落ち着いてきている感が有り、８月５~７日有楽町国際フォーラムで開催の『匠

の技の祭典』を始めとし様々なイベントが再開されると思います。会員の皆様の参加、お手伝
いをどうかよろしくお願い致します。とても楽しく活気が有り必ず皆様の仕事に対する想いを
再確認する事が出来ると確信しています。理事や私に電話、メール、LINE等でご連絡お待ちし

ています。 

会長挨拶 

 

令和４年５月２３日
産 業 労 働 局

問い合わせ先
産業労働局 雇用就業部 能力開発課 櫻庭・相馬
電話03-5320-4713（直通）内線37-810

ものづくり・匠の技の祭典２０２２の開催
～匠の技を見て、さわって、体験しよう～

東京都は、伝統的な匠の技やものづくりの技能・技術の魅力を発信する「ものづくり・匠の
技の祭典」を毎年開催しています。今年度は、３年ぶりにリアルで開催します。衣・食・
住・工のさまざまな分野における優れた技の実演や体験プログラム等、来場者の方が五感で
体感できるコンテンツを多数用意しております。ぜひ、ご来場ください。

◆ ものづくり・匠の技の祭典２０２２ 開催概要 ◆

○日時 2022年８月５日（金）～７日（日）
午前10時から午後６時まで ※ただし、最終日は午前10時から午後5時まで

〇会場 東京国際フォーラム ホールＥ（地下２階）・ロビーギャラリー（地下１階）
（東京都千代田区丸の内３丁目５番１号）

〇内容 ・衣・食・住などの多様な匠の技の実演ステージパフォーマンス
・匠の技や伝統工芸、最先端のものづくり技術の展示・実演等
・未来の匠を目指す職業訓練校の生徒作品の紹介 など

本件は、「『未来の東京』戦略」を推進する事業です。

戦略１２ 稼ぐ東京・イノベーション戦略
「次世代につなぐ中小企業・地域産業活性化プロジェクト」

https://www.monozukuri-takumi-expo.tokyo/

※イベントの詳細は順次公式ホームページにてお知らせします。

匠の技を見るだけではなく、体験することもできます。
<体験プログラム例（予定）>

フラワーアレンジメント／卵焼きづくり／ミニランプシェードづくり／タイルコースターづくり／からくり
屏風づくり／組子コースターづくり／ミニ畳づくり／木工教室／はんこづくり／光る泥団子づくり
／屋根の瓦施工／小座布団づくり など多数
※7月より公式ホームページにて体験の事前予約を開始する予定です。

♡ 山之内すずさん（タレント・女優）が祭典サポーターに就任 ♡

当日のステージ出演などにより、祭典を盛り上げていただきます。

タレント/女優 山之内すずさん

◆ 当日のステージの様子はオンラインでも配信 ◆

ステージにはよしもとの芸人さんに「盛り上げ隊」として参加いただく他、
匠の技を駆使した製品の視聴者プレゼントもあります。
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２５周年記念誌が完成 

大変素晴らしい後世に残る記念誌になりまし

た。冊子は会員の皆様にお配りし技能士会 HP

にも載せる予定でいます 

匠の技の祭典２０２２開催のお知らせ 

たくさんの皆さまにご来場頂けますようにご周知を

お願いいたします。同時に、このイベントを一緒に

盛り上げていただける方を募集しております。 

２０２２年６月 



 

会員の皆様、いつもご協力頂き誠にありがとうございま
す。昨年度は講習会を申込後に中止となってしまい、大変
ご迷惑をお掛けいたしました。 
本年度の講習会は気持ちを新たに、また初の試みとして東
京和服裁縫協同組合さんとの合同の講習会となりました。 
今回は中止になる事が無いようにZOOM（ズーム）を使用
したオンラインでの実施となります。内容は《着物の急所》‼ 袖口・口下の始末・袖丸み・
衿先・褄あげなど、普段あたりまえに進めていると思いますが、着物を仕立てる上で肝心な箇
所になります。スマートフォンやパソコンなどから、どなたでも参加する事が可能です。 
 検定対策講習会は、例年より1カ月早めて10月の実施となりました。検定本番までの時間も、
少し余裕が出来ると思います。是非ご活用ください。 
 また恒例の草川会長の講習会は《男物》を題材として・長襦袢・着物・羽織について実施い
たします。 
各講習会の詳しい案内は、本誌と同封してありますのでご確認下さい。 
これからも研究部一丸となり、会員の皆様が楽しく学べる講習会を企画してまいります。 
どうぞ宜しくお願い致します。 

研究部より 

２５周年表彰状及び感謝状 

1

●表彰状 
上野敏男 
矢嶋將雄 

小関友実 
坂間英継 
佐藤孝子 

時田琴美 
畑山ミヨ子 

2

上野洋 
多田晴美 
岡田芳江 

萱森義一 
 
●特別感謝状 

古尾谷一心 
田中順子 

3

●感謝状 
飯村龍子 

岩田美穂 

上野晃 

奥山ゆき子 

小栗百合子 

4

髙橋紀子 

塚本和夫 

中川泉 

西村花恵 

沼尻道子 

根本達夫 

5

檜垣真規子 

平山留美 

三つ沼和美 

森岡正博 

山田操 

 会員の皆様、いつもご協力頂き誠にありがとうございます。昨年はコロナが少し落ち着いて
いたタイミングもあり無事国宝迎賓館赤坂離宮見学を開催することができました。久しぶりに

会員さん同志の語らいも弾み有意義な時間を過ごされたかと思います。本年度のレクレーショ
ンは11月始めに予定をしていますが、状況をみながらの開
催になりますので詳細は改めてご案内させて頂きます。 

 厚生部一同今後も皆さんに喜んで頂ける企画を開催でき
るよう努めてまいりますので今後ともよろしくお願い致し
ます。 

厚生部より 
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25 周年感謝状                                                                                      
○表彰状該当者は会長経験者及び執行部を 3 期以上経験者
○特別感謝状は執行部を 1 期以上経験者            
○感謝状は理事経験者                       
○感謝状は五十音順 


